
拝観にあたって…
•仏像は信仰の対象として大切に守られてきたものです。拝観にあたっては、管理者の方の指示に従ってください。
勝手に内陣に入ったり、みだりに騒いだり、仏像に触れたりすることはご遠慮ください。

•寺院の法要行事等の都合により、説明が受けられない場合や拝観できない場合がありますのでご了承ください。

自動車利用

東海道新幹線

湖西線

東海道新幹線
または北陸本線

北陸本線 小浜線

小浜線

湖西線 JRバス

高速直通バス
わかさライナー

小浜線北陸本線

JR・バス利用
東京 米原 敦賀 小浜

富山・金沢・福井 小浜敦賀

名古屋

小浜敦賀大阪・京都

小浜大阪・京都

大阪・梅田

近江今津

小浜駅前・若狭フィッシャーマンズワーフ

東京・名古屋方面

名古屋方面
名神高速道路 北陸自動車道 舞鶴若狭自動車道 など

小牧IC 敦賀JCT 小浜IC米原JCT

など中国自動車道 舞鶴若狭自動車道
中国吹田IC 小浜IC吉川JCT大阪方面

など北陸自動車道 舞鶴若狭自動車道
富山・金沢・福井 小浜IC敦賀JCT北陸方面

大阪・京都方面

北陸方面

舞鶴若狭自動車道（若狭さとうみハイウェイ）が便利です！
（平成26年7月20日全線開通）　
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など
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谷田寺

円照寺

妙楽寺
多田寺

道の駅若狭おばま

萬徳寺

神宮寺

明通寺

羽賀寺

小浜湾

小浜西IC

小浜

若狭西街道

小浜IC

若狭上中IC

舞鶴若狭自動
車道

国分寺

飯盛寺
谷田部薬師堂

加茂神社為星寺

竜前薬師堂

天徳寺

長泉寺

諦応寺

永源寺

瑞傳寺

正林庵
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小浜西

若狭歴史博物館

上中

小浜駅
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小浜湾

誓願寺極楽寺

栖雲寺

正法寺

高成寺

小浜市町並み保存資料館

八幡神社

〈重伝建地区  小浜西組〉

中山寺

馬居寺

清雲寺

意足寺

常禅寺

飯盛寺

長楽寺

道の駅
うみんぴあ大飯

道の駅
シーサイド高浜

大飯高浜IC

小浜西IC
若狭西街道

JR小浜線

小浜湾

舞鶴若狭自動車道

27

16

若狭和田
若狭高浜

若狭本郷

おおい町郷土史料館

おおい町・高浜町エリア

小浜市・若狭町エリア

みほとけの里

文化財 特別公開

平成26年9月13日土▶11月24日月/祝
福井県小浜市／高浜町／おおい町／若狭町にて

福井県観光営業部文化振興課　福井市大手３丁目17－1

TEL：0776－20－0572 ／ FAX：0776－20－0661 ／ E-mail：bunshin@pref.fukui.lg.jp
HP　http://www.pref.fukui.jp/doc/bunshin/wakasa-hibutsu.html
 「みほとけの里 若狭の秘仏」https://www.facebook.com/wakasahibutu

重要文化財　木造　馬頭観世音菩薩坐像（中山寺）重要文化財　木造　馬頭観世音菩薩坐像（馬居寺）



小浜市

若狭町

 高
こう じ ょ う じ

成寺 小浜市青井1－11－1

 天
て ん と く じ

徳寺 若狭町天徳寺38－3

 福井県立若狭歴史博物館 小浜市遠敷2－104
  ℡：0770－56－0525

木造木造 千手観音立像 平安前期

高成寺は足利尊氏により建立され、若狭
守護職大高重成により再興されました。
若狭姫神社の傍らにあったものと伝えら
れる千手観音像は、豊かな量感が特徴的
です。

銅造銅造 阿弥陀如来三尊像  阿弥陀如来三尊像 南北朝

木造木造 馬頭観音坐像 馬頭観音坐像 江戸時代

養老7年（723）、泰澄大師が馬頭観音を
刻み、宝篋山の岩洞に安置したのが起源
とされます。善光寺式の阿弥陀三尊は石
仏に囲まれた大師堂に安置されています。

リニューアルオープンの若狭歴史博物館「若狭のみほとけ」ゾーンでは、
若狭地域の貴重な仏像を紹介します。今まで知られていなかった若狭最
古の大日如来坐像（小浜市黒駒区）のほか、鎌倉時代初期の中央様式を
示す阿弥陀如来三尊像（蓮華寺）など、文化財の宝庫として知られる若
狭で守り伝えられてきた仏像を展示公開します。

9/13㊏～9/28㊐、10/11㊏～10/13㊊㊗
の土・日・祝日　9:00～16:00

9/13㊏～11/24㊊㊗の土・日・祝日　9：00～17：00
（住職が不在の場合がありますので、来訪前に電話連絡を
お願いします。0770-62-1038）

公
開
日

公
開
日

重文

 明
み ょ う つ う じ

通寺 小浜市門前5－21

鎌倉中期

通常非公開の内陣を特別公開。中央四天
柱の間に須弥壇があり、正面向きに釈迦
三尊が、背中合わせに阿弥陀三尊が祀ら
れ、柱や壁面には十二天像が鮮やかに描
かれています。

9/13㊏～11/24㊊㊗　9：00～17：00
※ただし、荒天の場合は内部の公開を中止します。

公
開
日

国宝

 竜
り ゅ う ぜ ん や く し ど う

前薬師堂 小浜市竜前21－10

 諦
た い お う じ

応寺 若狭町安賀里33－1

銅造銅造 薬師如来立像 薬師如来立像 鎌倉前期

若狭国総鎮守社だった若狭彦神社の神仏
習合の本地仏として造られた像で、背中
には「若狭国一宮本地　宝治二年戌申六
月日」の銘文が刻まれています。

木造木造 薬師如来立像 薬師如来立像 平安前期

銀杏観音銀杏観音
薬師如来像は欅材の一木造。若狭での造
仏の初期の作例として貴重な仏像です。
山門前の銀杏の古木には、江戸時代末に
住職によって彫られたと伝わる十一面観
音像が刻まれています。

木造木造 聖観音立像 聖観音立像  （美浜町・青蓮寺）（美浜町・青蓮寺）木造木造 阿弥陀如来三尊像　　　 （小浜市（小浜市・・蓮華寺）蓮華寺）

木造木造 地蔵菩薩立像 地蔵菩薩立像  （小浜市・円照寺）（小浜市・円照寺）木造木造 大日如来坐像 大日如来坐像（小浜市（小浜市・・黒駒区）黒駒区）

9/13㊏～10/13㊊㊗の土・日・祝日
10：00～16：00

9/13㊏～11/24㊊㊗の土・日・祝日
9：00～16：00

公
開
日

公
開
日

重文

 正
し ょ う ぼ う じ

法寺 小浜市大原37－1

銅造銅造 如意輪観音半跏像 鎌倉後期

海中で輝く観音像を村の長が脇に抱えて
引き揚げたことから、村の名を仏谷、長
の名も脇左衛門と改めたと伝えられてい
ます。10月18日（法要10：00～）に中
開帳が執り行われます。

10/18㊏～11/24㊊㊗の土・日・祝日
9：00～16：00

公
開
日

県指定

県指定町指定

 飯
は ん じ ょ う じ

盛寺 小浜市飯盛145－1

木造 木造 薬師如来坐像薬師如来坐像 鎌倉後期

木造 木造 千手観音立像千手観音立像 平安中期

南北朝時代の開山で七堂伽藍・十二坊あ
ったと伝えられる真言宗の山岳寺院。行
基の作と伝えられる薬師如来像と、開山
覚能法師が吉野から招請した千手観音が
祀られています。

9/13㊏～11/24㊊㊗の土・日・祝日 9：00～17：00
公
開
日

市指定

市指定

 永
え い げ ん じ

源寺 小浜市田烏37－3

木造木造 聖観音立像 聖観音立像 平安後期

歌人として有名な二条院讃岐ゆかりの寺。
本尊の聖観音立像は平安後期の特色をよ
く表しており、二条院讃岐の時代に当地
で製作された像であると考えられます。

9/13㊏～11/24㊊㊗の土・日・祝日
8：30～18：00

公
開
日

 誓
せ い が ん じ

願寺 小浜市神田98

木造木造 聖観音立像 聖観音立像 平安後期

木造 木造  鎌倉前期

聖観音像は、海難に遭った船を助けてく
れる観音として信仰されていました。小
浜旧市街地では最古の像。本尊は鎌倉前
期の作とみられる木造阿弥陀如来坐像。

9/20㊏、9/21㊐、10/5㊐、10/12㊐
10：00～16：00

公
開
日

 瑞
ず い で ん じ

傳寺 小浜市高塚19－8

木造木造 地蔵菩薩坐像 地蔵菩薩坐像 鎌倉前期

古くから「子安の地蔵」として信仰され
てきた地蔵菩薩坐像は、慶派の流れをく
む仏師幸千の作。脇侍には不動明王と毘
沙門天を祀っています。

9/13㊏～9/15㊊㊗、9/27㊏、9/28㊐、
10/4㊏　9:00～16:00

公
開
日

 谷
た ん だ い じ

田寺 小浜市谷田部24－4

木造木造 千手観音立像・ 千手観音立像・木造木造 不動明王立像・
木造木造 毘沙門天立像 毘沙門天立像 鎌倉前期

養老5年（721）に泰澄大師により開か
れたと伝えられ、本尊は11面42臂の通
行の千手観音立像。不動明王、毘沙門天
を脇侍とし、いずれも鎌倉時代の造像。

秘仏めぐりバスツアーでの公開
公
開
日

 谷
た に べ や く し ど う

田部薬師堂 小浜市谷田部

木造木造  薬師如来坐像薬師如来坐像 平安後期

もと真言宗薬師寺があったと伝えられる
谷田部区の鎮守若宮八幡神社の境内の薬
師堂に安置されており、伏目の両眼、小
さめの唇、まるい両頬など平安末の如来
像の特色がみられます。

秘仏めぐりバスツアーでの公開
公
開
日

 栖
せ い う ん じ

雲寺 小浜市大原２

木造木造 平安後期

若狭武田氏の4代目当主信親の菩提寺と
して建てられた臨済宗寺院。本尊の阿弥
陀如来像は都で多くの人々の結縁により
造られたものと伝えられます。

9/13㊏～11/24㊊㊗の土・日・祝日 9：00～16：00
（10/26㊐を除く。また、9/23㊋㊗は午後のみ公開。）

公
開
日

県指定

県指定

県指定

県指定

 長
ち ょ う せ ん じ

泉寺 小浜市加茂101－3

木造木造 千手観音立像 千手観音立像 室町時代

木造 木造 阿弥陀如来坐像阿弥陀如来坐像 平安後期

長泉寺は応永14年（1407）に創建、境
内には江戸時代に植えられたといわれる
広
コ ウ ヨ ウ ザ ン

葉杉（市指定）があります。千手観音立
像は若狭で唯一の千手千眼の像です。

9/13㊏～9/23㊋㊗、10/4㊏～10/13㊊㊗、
11/15㊏～11/22㊏の土・日・祝日 13：00～16：00

公
開
日

 極
ご く ら く じ

楽寺 小浜市白鳥４

木造木造 阿弥陀如来坐像 阿弥陀如来坐像 鎌倉前期

極楽寺は天台真盛宗開祖真盛上人の開山
で、高弟真明和尚が初代住職となった寺
院。本尊の阿弥陀如来像は像高151.5㎝
と、小浜市街地では最大の像。

9/21㊐、9/28㊐、10/5㊐、10/12㊐
10：00～16：00

公
開
日

県指定

 正
しょうりんあん

林庵 小浜市太良庄

銅造銅造 如意輪観音半跏像 如意輪観音半跏像 奈良後期

像高33㎝、奈良期特有の蝋型鋳造によ
る厚みのある金銅像で、若狭地方では最
古の金銅仏。太良庄は中世、京都の東寺
（教王護国寺）の荘園があった地域で「東
寺百合文書」にも登場します。

秘仏めぐりバスツアーのみの公開
公
開
日

重文

重文

重文重文重文重重重重文重文重文重文重文重文文文文重文重重文

 加
か も じ ん じ ゃ

茂神社 為
い し ょ う じ

星寺 小浜市加茂80－4

木造木造 千手観音立像 千手観音立像 平安前期

加茂神社背後の山上にあったと伝えられ
る為星寺。ふもとの森の中に本堂だけが
遺されています。きりっとした目鼻、流
麗な衣文、小像ながら等身を思わせる量
感などが特徴です。

9/13㊏、9/21㊐、9/27㊏、10/4㊏
13:00～16:00

公
開
日

重文

小浜市指定

　　　  小浜市指定

主な展示資料　※展示替えがあります。

黒駒区黒駒区
木造  大日如来坐像木造  大日如来坐像

文化財めぐりバスツアー 「若狭の秘仏めぐり」
みほとけの里　若狭の秘仏特別公開にあわせて、秘仏めぐりバスツアーを運行します。

小浜市・若狭町エリア

おおい町・高浜町エリア

9月13日（土）～10月13日（月・祝）の土・日・祝日

コース、申込方法などのお問い合わせは　若狭おばま観光案内所　℡：0770‒52‒2082

おおい町・高浜町エリア　10月18日（土）～11月16日（日）の土・日・祝日

コース、申込方法などのお問い合わせは　おおい町観光協会　　　℡：0770‒77‒1734

蓮華寺蓮華寺
木造  阿弥陀如来三尊像木造  阿弥陀如来三尊像



高浜町 小浜 古刹八か寺

おおい町
 長
ちょ う ら く じ

楽寺 おおい町大島（日角浜）

 常
じ ょ う ぜ ん じ

禅寺 おおい町大島（西村）

 おおい町郷土史料館 おおい町成和2－1－1
  ℡：0770－77－2820

木造木造 阿弥陀如来坐像 阿弥陀如来坐像 平安後期

木造木造 多聞天立像 多聞天立像 平安後期

像高215.7㎝、若狭随一の阿弥陀如来像。
都の様式を残しており、都との交易で大
きな財力を有していたとされるこの地の
仏教文化の水準の高さを示しています。

木造木造 不動明王坐像 不動明王坐像 平安後期

海上の安全を守護する「波切不動」とし
て地域の信仰を集めてきました。京都市
内に同年代の同形の不動明王像が現存し
ており、都と直結する若狭の仏教文化を
象徴する像です。

おおい町大飯地域を中心に、古代から現代までの歴史・産業・民俗・
仏教文化・考古などに関する代表的な資料をわかりやすく展示してい
ます。仏教文化コーナーでは奥の堂講社（おおい町大島）から寄託中
の仏像を公開します。

 中
な か や ま じ

山寺 高浜町中山27－2
  小浜市門前5－21
　明
みょ う つ う じ

通寺 0770-57-1355

  小浜市金屋74－23
　萬
ま ん と く じ

徳寺 0770-56-2308

  小浜市神宮寺30－4
 神
じ ん ぐ う じ

宮寺 0770-56-1911

  小浜市国分53－1
 国
こ く ぶ ん じ

分寺 0770-56-2519

木造木造  鎌倉前期

木造木造  金剛力士立像金剛力士立像 鎌倉後期

青葉山の中腹にあり若狭湾を一望する中山寺
は、奈良時代、泰澄大師により創建されたと伝
えられています。三面八臂忿怒の表情に、頭上
に馬頭を戴く本尊馬頭観音像は、古来、海上
交通の守仏として信仰を集めてきました。33
年目ごとに開帳される秘仏を特別公開します。

大同元年（806）、坂上田村麻呂の創建
と伝えられ、国宝の本堂・三重塔のほか、
本堂内に安置されている木造薬師如来坐
像など平安時代の諸仏像は圧巻です。

拝観時間　9：00～17：00
拝 観 料　400円

若狭国守護や小浜藩主の祈願所として庇
護を受けました。名勝庭園は金剛界曼荼羅
を象り、中央の巨石は大日如来を表してい
ます。春はつつじ、秋は紅葉が鮮やかです。

拝観時間　8：30～17：00
拝 観 料　400円

和銅7年（714）開創。古代の神仏習合
寺院であり「神願寺」と称されていまし
た。毎年3月2日に行われる「お水送り」
神事が有名です。

拝観時間　9：00～16：00
拝 観 料　400円

天平13年（741）聖武天皇の勅命によ
り造営された若狭国分寺。現在の釈迦堂
は宝永2年（1705）の再建。像高318
㎝の木造釈迦如来坐像（市指定）が祀ら
れています。

拝観時間　9：00～17：00
拝 観 料　400円

本堂、三重塔（いずれも国宝）
木造 薬師如来坐像、木造 降三世明王立
像、木造 深沙大将立像、木造 不動明王
立像（いずれも重要文化財）

木造 阿弥陀如来坐像（重要文化財）
庭園（名勝）

本堂、仁王門（北門）
木造男神・女神坐像（※非公開）
　　　　　　　　　（いずれも重要文化財）

木造 薬師如来坐像（重要文化財）

主な文化財

主な文化財

主な文化財

主な文化財

9/13㊏～11/24㊊㊗　9：00～17：00
10/13㊊㊗本堂にてコンサートを開催します。（昼・夜）
土日祝は茶室「望洋庵」にて抹茶をお楽しみいた
だけます。（料金500円）

公
開
日

重文

重文

重文

重文

重文

 清
せ い う ん じ

雲寺 おおい町大島（浦底）

 意
い そ く じ

足寺 おおい町万願寺

木造木造 毘沙門天・吉祥天・ 毘沙門天・吉祥天・
　  善膩師　  善膩師童子立像童子立像 鎌倉前期

毘沙門天を中尊とする三尊一具の像。
13世紀前半頃の京都における慶派一門
の作と考えられ、卓越した技術がうかが
えます。

木造木造 千手観音立像 千手観音立像 平安後期

天冠台上に10面の化仏を戴く42臂の千
手観音立像。背面の背刳りの中には應徳
元年（1084）の年号を記した「千手千
眼陀羅尼経」が納められていました。

木造木造 阿弥陀如来立像 阿弥陀如来立像 （奥の堂講社）平安後期平安後期

木造木造 聖観音立像 聖観音立像 　（同上）

木造木造 十一面観音立像 十一面観音立像 　（同上）（同上）

10/18㊏、10/19㊐、10/25㊏、11/1㊏、11/2㊐、
11/8㊏、11/15㊏　12：30～14：30

公
開
日

秘仏めぐりバスツアーのみの公開
公
開
日

秘仏めぐりバスツアーのみの公開
公
開
日

秘仏めぐりバスツアーのみの公開
公
開
日

 馬
ま ご じ

居寺 高浜町馬居寺3－1
  小浜市羽賀83－5
　羽

は が じ

賀寺 0770-52-4502

  小浜市野代28－13
 妙
み ょ う ら く じ

楽寺 0770-56-0133

  小浜市尾崎22－15
 圓
え ん し ょ う じ

照寺 0770-56-1902

  小浜市多田29－6
 多

た だ じ

田寺 0770-56-0894

木造木造 馬頭観世音菩薩坐像 平安後期

木造木造 弁財天坐像 南北朝時代

縁起によると創建は飛鳥時代、聖徳太子
の開基と伝えられます。馬頭観音を本尊
とし、寺名の由来ともなっています。本
像は24年目の午年ごとに開帳され、今年
は12年目の中開帳の午年にあたり、10
月18日には開帳法要が執り行われます。

霊亀2年（716）、元正天皇の勅命で行
基が創建したと伝えられ、元正天皇の御
姿を写したとされる美しい十一面観音像
が祀られています。

拝観時間　9：00～16：00
拝 観 料　400円

養老３年（719）に行基が開創し、延
暦16年（797）弘法大師が再興したと
伝えられています。本堂は若狭地方で現
存する最古の建造物のひとつです。

拝観時間　9：00～17：00
拝 観 料　400円

創建は不明、慶長17年（1612）に現在
の地に再興されました。江戸初期に作庭
された庭園は県指定文化財。本堂には北
陸随一の大日如来像が祀られています。

拝観時間　9：00～18：00（11月～4月は17：00まで）
拝 観 料　400円

天平勝宝元年（749）孝謙天皇の勅命
により創建されたと伝えられます。本尊
薬師如来は、「多田のお薬師さん」とし
て信仰を集めています。

拝観時間　9：00～16：00
　　　　　※3日前までに要予約
拝 観 料　400円

10/18㊏～11/24㊊㊗の土・日・祝
9：00～17：00

県指定

町指定

町指定
木造  阿弥陀如来立像木造  阿弥陀如来立像 木造  聖観音立像木造  聖観音立像 木造  十一面観音立像木造  十一面観音立像

重文

町指定

重文

重文

主な展示資料

公
開
日

本堂、木造 十一面観音立像、木造 千手
観音立像、木造 毘沙門天立像（いずれも
重要文化財）

本堂(附厨子)
木造 千手観音立像（いずれも重要文化財）

木造 大日如来坐像
木造 不動明王立像
　　　　　　　　　（いずれも重要文化財）

木造 薬師如来立像、木造 十一面観音立像、
木造 菩薩立像（いずれも重要文化財）

主な文化財

主な文化財

主な文化財

主な文化財

秋の若狭路はイベントや伝統行事が満載です！

◆若狭路恐竜展2014～福井県恐竜博物館コレクション～（美浜町）
10月4日（土）～11月16日（日）　会場：美浜町総合体育館

◆敦賀まつり（敦賀市）
　9月2日（火）～4日（木）・7日（日）　氣

け ひ

比神宮の秋の例大祭。戦国合戦絵巻を表現した6基の山車が勇壮華麗に巡行します。

◆放
ほうぜまつり

生祭（小浜市）
　9月13日（土）、14日（日）　約300年の歴史を持つ若狭地方最大の秋祭り。山車や獅子舞、神楽などが練り歩きます。

詳しくはキャンペーン特設サイトをご覧ください。　http://www.wakasaji-navi.com/umireki/

舞鶴若狭自動車道（若狭さとうみハイウェイ）全線開通記念

 海湖と歴史の若狭路キャンペーン　平成26年7月～11月
みほとけの里 ライトアップ
若狭の古刹・庭園・まち並みをライトアップ。幻想的な雰囲気の中で、歴史と風情を感じてください。

（実施予定）
9月8日（月）～12日（金）　重伝建地区小浜西組 一門一灯（主催 小浜西組町並み協議会）
　放生祭にむけた稽古に賑わう街並みを行灯が照らします。

10月12日（日）～13日（月・祝） 高浜町 中山寺　青葉山に抱かれた古刹を照らします。

10月25日（土）～26日（日） 小浜市 羽賀寺　山あいに静かにたたずむ名刹です。

11月22日（土）～23日（日） 小浜市 明通寺、萬徳寺、神宮寺
 若狭きっての紅葉の名所をライトアップ。

　　▶詳しくはお問い合わせください。　福井県文化振興課　℡.0776-20-0572



▶参加寺社・博物館等　※参加寺社等は今後も増える予定です。

小浜市 明通寺、羽賀寺、萬徳寺、神宮寺、国分寺、円照寺、妙楽寺、多田寺、常高寺、飯盛寺、若狭歴史博物館
若狭町 天徳寺、三方石観世音、若狭町三方縄文博物館、若狭鯖街道熊川宿資料館宿場館
高浜町 中山寺、馬居寺、高浜町郷土資料館 おおい町 長楽寺、おおい町郷土史料館
敦賀市 氣比神宮、西福寺、金崎宮 美浜町 若狭国吉城歴史資料館

木簡パスポートは平成26年 7 月18日（金）正午から若狭歴史博物館 1 F入口受付カウンターで発行します。（無料）

「木簡パスポート」とは！？

若狭地域の寺社や博物館等で木簡パスポートをご提示ください。
・寺社や博物館等のオリジナル朱印を木簡に押してもらえます。
　朱印を集めると若狭地域の特産品を進呈します！
・寺社や博物館等でポストカードや観覧料割引などの特典を受けられます。
　そのほか、若狭地域の飲食店や土産店などの協賛店で割引などのサービスが受けられます。
　平成26年 7月18日スタート！！

福井県立若狭歴史博物館
平成26年7月18日リニューアルオープン！

〒917－0241 福井県小浜市遠敷 2丁目104　　TEL：0776－56－0525 ／ FAX：0770－56－4510
観覧料：300円　高校生以下の方、70歳以上の方、障害者手帳をお持ちの方は無料
開館時間　9：00～17：00（入館16：30まで）
HP：http://wakahaku.pref.fukui.lg.jp/　　　　：https://www.facebook.com/fukui.wakahaku

スマートフォン版ウェブサイト

  「歴史文化薫る 若狭路の歴旅」 公開中!!  「歴史文化薫る 若狭路の歴旅」 公開中!!
http://wakasaji-rekitabi.pref.fukui.lg.jp/

歴史文化の宝庫「若狭路」の神社仏閣、有形・無形の文化財、博物館・
資料館や歴史文化イベントの情報を発信。レンタサイクルや公共トイレ
の場所など、歴史遺産めぐりに役立つ情報も掲載しています。

寺社案内アプリ「若狭路の神ほとけ」も配信中（google 
play、App storeから無料でダウンロードできます）
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9
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3
）　
黄
金
の
造
形
－
岡
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
黄
金
・
若
狭
の
金
－

第
3
部
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「
新
八
幡
・
国
宝
絵
巻
の
世
界
－
松
永
庄
新
八
幡
宮
伝
来
の
絵
巻
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平
成
2
6
年
度
　
み
ほ
と
け
の
里
　
若
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の
秘
仏
　
特
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公
開
カ
レ
ン
ダ
ー

寺
院
の
行
事
等
の
都
合
に
よ
り
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
御
了
承
く
だ
さ
い
。

　

彦火々出見尊絵巻（明通寺所蔵）

日本海の東と西を結ぶ要地として発展し、中世には海を通じて様々な文化が行き来した若狭地域。
若狭の美しい仏像やまつり、その他若狭ならではの豊富な歴史資料が織りなす、とっておきの空
間をお楽しみください。

　古代、都に若狭の海の幸や塩を献上していたことを証明する木簡が平城京等の遺跡から数多く出土しています。若
狭歴史博物館では「御食国若狭」の証である木簡をリアルに再現した特典付の「木簡パスポート」を若狭地域の周遊
手形として来館者の方に限定発行します。（5000枚限定）

木簡パスポートで若狭の歴史文化スポットを巡ろう！

リニューアル記念展　　平成26年 7 月18日（金）12：00 ～ 11月30日（日）

第1部／「仏教絵画の華－大型仏画による荘厳－」（7/18～8/31）
若狭地域に伝来する曼荼羅などの大型仏画を多数ご紹介します。

第2部／「黄金の造形－岡島コレクションの黄金・若狭の金－」（9/5～10/13）
福井県立美術館所蔵の黄金の貨幣や金銅仏、若狭で出土した黄金の耳飾りなどを展示します。

第3部／「新八幡・絵巻の世界－松永庄新八幡宮伝来の絵巻－」（10/18～11/30）
後白河法皇が都で描かせた絵巻の一部がかつて若狭に伝来していました。「彦火々出見尊絵巻」などと
ともにその謎に迫ります。
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